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論 文 の 内 容 の 要 旨
　東南アジアは世界でも有数の米の生産地である。その中でタイは世界一の米の輸出国であるが，米の生産
は毎年モンスーン期に洪水による大きな被害を受けている。被害を受けた農民は政府によって一定の補償は
される。そのために政府は被害面積を見積もる必要がある。この作業は伝統的に現地調査と被害にあった村
の長からの聴取りによって行われてきた。しかし，現地調査が困難な場所を含む広大な面積の被害を正しく
見積もるのは容易ではなく，大きな誤差を含んでいると推測される。
　この問題を解決する一手段として広域データを提供する衛星リモートセンシングの活用が試みられてい
る。本研究の目的は，米作の洪水被害を衛星データからより効率的でより正確に見積もるアルゴリズムを開
発し，これに基づいて適品種の作付けを推奨する地図を作成することである。すなわち，一時期（洪水最盛
期）のみのレイダー映像によって水田の洪水域を正しく抽出し，次にデジタル標高モデル（DEM）を使っ
て洪水範囲の水深を推定する。これと作付けされた米の品種を勘案して実際の被害を見積もる。タイでは耐
えうる水深（＜ 80cm，80-150cm，＜ 150cm）によって米の品種は大きく 3つに別けられ，同じ水深でも作
付けされた品種により被害の有無が生じる。最後に洪水被害が最小となり農民の収入が最大となるような，
そしてなおかつ政府の補償が最小となるような品種の作付けを提案する図を作成する。
　研究対象地域はタイ東北部，メコン川の支流チー川下流域 311,500 haで，タイでも有数の米の産地である。
2001 年に起きた洪水（毎年起きるような平均的な洪水）による冠水を事例として，9月の洪水最盛期に撮ら
れたレイダーサット映像とタイ政府が作成した 30 mDEMを使って洪水範囲を抽出し，堪水域の水深を推定
した。その結果，洪水域は 38130 haでその内 34460 haが水田であった。現地調査データによって堪水域の
分類精度を検証した結果，87％が正しく分類されていた。次に水深とそこに作付けされた米の品種（茎高）
から，洪水によって枯死したか，耐えて収穫できたかを判定した。結果は，冠水した水田の 41％，14,000 
haが実際に被害を受け枯死したに留まった。この結果は，政府の当時の被害見積が実際よりも 2.5 倍多かっ
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たことを示す。この被害分類結果は 3時期のレイダーデータを使った先行研究の方法による分類結果よりも
精度がよく，今回開発されたアルゴリズムの有用性が示された。
　最後に，対象地域の 10 年の洪水頻度分布図から（1）ほぼ毎年洪水が起きる，（2）2年に 1回程度起きる，
（3）めったに起きない，の 3地域に分け，この研究で得られた洪水水深分布図と重ね合わせた。そして洪水
頻度，水深，米の品種の販売価格から，洪水被害が最小となり，米の生産と収入が最大となるような 3品種
の作付け推奨図を作成した。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　この研究はリモートセンシング技術を活用して，毎年常習的に洪水に見舞われる地域の米作の被害を正確
に見積もるアルゴリズムを開発し，それを応用するものである。タイでは米の生産が重要な産業であるため，
洪水被害には政府がある程度補償する制度がある。しかし，被害の見積方法の限界から過大に評価し，政府
の余分な出費となっている。このような背景から，被害をできるだけ正確に評価することが重要な課題となっ
ている。これには衛星リモートセンシングが有効で，いくつかの先行研究がある。今回の研究の特徴と違い
は曇りや雨でも取得できるレイダー映像を使い，デジタル標高モデルと組み合わせることにより，洪水ピー
ク 1時期のみのデータで洪水域を正確に抽出し，その水深を cm単位で正確に推定できたことである。この
ようなアルゴリズムを開発したことは高く評価できる。これにより米の品種を考慮することで米作の被害が
正しく推定できるようになった。
　さらに，政府が作成した洪水頻度分布図と本研究で得られた水深分布図を組み合わせ，3品種の耐冠水性
を考慮して米作推奨図を作成したことは，理学的研究結果を具体的な社会経済政策へ応用したものとして，
高く評価される。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
